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吉 光 浩 二 (松原研)
強誘電体に於げる相転移には変位型と秩序 ･無秩序型との二つがあり､ これ
らの転移の機構はa七omicな 1evelで dyna血calには解決されていない｡
そこで変位型のBaTi03 と秩序無秩序型のNaNChについて格子振動の面から
諦べてみた｡
変位型のJBaTiChは.格子振動の或nOde(特に波数k-0,opticalmo-
de)の不安定性により髄明されているが.unharTlqOnicityの取扱いが寓発
でまだ解決していない｡
ここでは秩序無秩序型のNaN02について簡単なhodelをえて転移の機構を
讃ぺて見たo NaN02は.Na_NCbに関するbodycentre-dIOrもhorhonbic
systemで N02の配向に関するOrder-disorderもyp畠の相転移を行い､
Tc=163Ocで Tc上的 locの温度巾でSinusoidala‡ユtiferro相が存在す●
る｡ 分極反転はNO2基の回転が主と考えられている｡
ここで図の様にNα 基の回
転をbb,面内とし.NO2基に
ノ
二つのNaに一つの平衡点を
仮点し.NO2基がどちらの平衡
点にいるかを (従って向きを)
指定する変数Pn(=±1)を導入
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